



日時： 12月 1日 （土）
会場：富山大学黒田講堂
概略： 和漢薬研究所特別セミナーは 1981年に第 1回が開催され，一昨年，浜崎智仁が世話人とな
り第27回が開催されている。今回の第28回和漢医薬学総合研究所特別セミナーは， （世話人：門田重
手lj），昨年と同様に「21世紀COEプログラムj の「東洋の知に立脚した個の医療の創生」（拠点リー
ダー嶋田豊）との共催となった。テーマは「天然薬物資源の新しいアプローチ プラントミメティッ
クスを中心に－」で，以下のように 7名の演者からの発表があった。
人為的な酵素機能の制御と分子多様性創出の格好の材料ともいえるポリケタイド合成酵素（PKS）と
スクアレン環化酵素の最新の研究成果（阿部郁朗）；芳香族基質プレニルトランスフエラーゼと有用
物質生産について（矢崎一史）；植物生理活性物質の生合成酵素である P450に関する代謝工学的アプ
ローチ（水谷正治）；医薬品原料や機能性食品の原料となるゼニゴケによる超長鎖多価不飽和脂肪酸
の産生（大山莞爾）；植物の潜在的二次代謝活性誘導のための一連の情報伝達関連メカニズムについ
て，動物細胞におけるシグナルトランスダクション機構との相違点（黒崎文也）；硫黄栄養応答によ
るグルコシノレートなどの合硫黄代謝産物の生合成遺伝子とネットワーク解析（斎藤和季）；栄養飢
餓耐性解除戦略による新しい醇臓癌治療薬の開発（門田重利）などの発表があり，質疑応答が行われ
た。（文中敬称略）（文責：門田重利）
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｜プログラム｜
1) 天然薬物の生合成工学．
阿部郁朗（静岡県立大・薬学部）
2）芳香族のプレニルトランスフエラーゼ遺伝子と二次代謝工学．
矢崎一史（京都大・生存圏研究所）
3）植物生理活性物質の多様性と P450の分子進化．
水谷正治（京都大学・化学研究所）
4）ゼニゴケゲノム研究と物質生産に向けて．
大山莞爾（石川県立大学・生物資源工学研究所）
5）高等植物の潜在的二次代謝能の誘導とその応用．
黒崎文也（富山大大学院・医学薬学研究部）
6) メタボロミクス：植物化学的多様性のゲノム基盤の解明．
斉藤和季（千葉大大学院・薬学研究院）
7）伝統薬物から単離した化合物の栄養飢餓状態での殺細胞作用．
門田重利（富山大・和漢研）
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